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本lunニ先!I のJi訓告別式tニ列 Lて恭 L く!1)昨を捧げます
'llll!三木市の小学校で多くの初等教育者ι対 L て折湾講演中街i柄米の為俳l峰tH され、 Zlt二御柄

，" " ;二つかれた 16、ぶりま L にが早くも 6年有余tこなります、
てのけ、御石川の御近親の方々は勿論、日:j 々御病床をお訪ねする本会会員の方々も、先生の街l快癒を祈り御再起告三
期J1ir

、"，1l:j の{'['，チ界、 I閉村教合等の JJllj*IW;! 、小学校到!.fl柴111!精説と L

巧妙fJ'i級!j;'IPLlgl、解説は毎号縞く者を L.C!感嘆せ L め Jよくてはおカ sぬものでありました。
Jとの後、 H併118年 5 ) ' : 1 神戸市立誠訪山小学校長に御栄転後、公私親しく御指導をし、ただく機会ι忠まれたのであり
ます。
Nlf i市御在勤' j - ' は都市学校の特性とも申すべき狭し、校地ι千数百の児童を収容する立地条件の好まし泊、らぬ学校経

尚の経済的、f t : E l J ! 的活用に努められ、教家や民n'，露台は申すに及L t ず陽j也も陰地も限なく自然観察、飼育栽培の刈
また、県 iζ理科教育指導上にもったし、じ御活隈あそばされ、ある時は指導講師じ、ある時は視学委員としてお休みの

た。
また、本生物学会との繋がりも、戦riI i の兵県庫博物学会当時から会友とし、ある L 、は元老と L て野外活動に講演会

句二、JI艇を手!I Lて御参加下され、 1トlらんを下げ、ハンマーを持って、少止l、若輩の問に交わり 111野を抜沙され、 i休憩時
をおしんで御得怠の観察図を描かれ、また、もの優しL 、御口調で御経験を言語られ、身近かi 先生のJll'fl教fnliと 1 ての
h j奈を打見 L ながら私ょこちの今日が生まれたのであります。
先 Fιの50有余斗の教育生活は実じ理科教育者の啓蒙と指導i二終始されたのであります。
との街i功韻は天iこ大きく有形、無形に各所tこ残され、先生亡き後も後進おのi，lj草bf':Jt泊、され、ますま J

教育の振興に貢献する 4 とでありましょう c

先生、もう先生のあのお物侵 L い御動作やお戸に按せられませんが、とうぞ後進者の活動全お見守り 1" され、私達
の uニ加護を語れlllH) りますようお昨夏L 、致しますの
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